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授業実践「トマト数（2017） 」と発展的思考・態度の局面，発展の一例・反例との対応

発見的発展 構造的発展 新たな発展

発
展
の
一
例

局面①：児童は，２数の差が１の場合について，「全部答え

が９になるのかな」と，興味・関心をもつ．65－56，21－12，

87－78，等についても計算し，差が１の場合が９になるこ

とを計算結果から気付く．

局面②：位取表を使って，答えが９になることの理由を考え

る．

局面④：位取表を使って，答えが18になることの理由を考え

る．18を求める式を「９×２」でまとめる．

局面③：第１時を踏まえて，２数の差の場合についても考え

ようとする．

局面⑤：「カードの枚数を２枚から３枚に増やしてみたい」等，

新たな発展を考える．
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考
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構造的な発展のきっかけを生み出す，当面の問題（狭義の

意味）から次の問題（狭義の意味）へと発見的な気付きの過

程．

構造化に向けて新しく見出した概念や性質をより広い立場

にも適用しようとすることの「統合」の働きと，その構造化に

向けた「簡潔・明瞭・的確」と「一般化」の働きと，その過程．

発見的発展の過程で得た知的欲求により，構造化した概念

や性質を，「数値を変える」「場面を変える」「数値と場面を

変える」「考察の視点を変える」を行い，新たに発展させる

過程．
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局面①：提示する問題の意図が不明であり，学習者が解決

したり学習することの必然性，意欲を喚起していない．

【発見的意識不十分】

局面②④：解決できればよく，解決方法の違いに関心をも

てなかったり，１つの方法で満足したりする．解決の結果

を吟味しない．１つの解決方法をもって，一般化する．

【構造化意識不十分】

局面③⑤：解決方法の習熟に留まる．中心問題と異なる問

題への取組であっても，その意味を共有しない．新たな

問題を考えさせても，儀礼的である．

【発展志向性の意識不十分】

＜第１時＞ ＜第２時＞

局面①

局面②

局面③

局面④

局面⑤

教師Ｓの全４期と段階的授業モデル改善版

第１段階（Ⅰ期～Ⅱ期前半）
教育や授業，子供への思いは散在的で，

発展的思考・態度の意識としては無意識的
な発展への志向から始まる（Ⅰ期前半）．し
かし，子供自身の気付きの反応がきっかけ
となって内容的発展を志向し（Ⅰ期後半），
傾倒していく（Ⅱ期前半）．また，濱田の評
価が学習者の思考を軸として捉える兆しと
なり，徐々に第２段階へと移行していく．
【内容的発展先行】

第２段階（Ⅱ期後半～Ⅲ期）
川嶋との出会いをきっかけに，学習者の

思考を軸として捉えることを行なうようになり，
思考的発展への気付きが生まれる．授業
実践と省察を繰り返すなかで，「学習者の
心理や思考を洞察すること」「学習者の思
考を指導内容の系統・関連から分析するこ
と」が強化される（Ⅱ期後半）．さらに，専門
監時の制約が，内容的発展と思考的発展
が相互作用して，発展的思考・態度が見通
せるまでに高まりながら，第３段階へと移行
する．この状態が，「ゆとりの発生」と捉えら
れる．【思考的発展への気付き】

第３段階（Ⅳ期）
モデルプレートの使用をきっかけにして，

学習者の思考的発展を明確に意識し，発
展的な思考・態度の内面化を促す授業とな
るよう模索しながら実践し，さらに発展して
いく．【思考的発展の展開・探究】
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発展的な内容を扱っても，教師

は，発展的思考・態度を意識した

ものではないため，発展的思考・

態度の育成につながりにくい．

発展的な内容を扱っても，教師

は，発展的思考・態度を意識した

ものではないため，発展的思考・

態度の育成につながりにくい．
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囲

調査対象：算数・数学を専門とし，教職 25年を有する教師Ｓ．国立Ａ

大学教育学部小学校・数学課程卒業．公立小学校教諭，国立大学

附属小学校教諭，算数・数学科教育専門監，県教育庁 ・県教育セ
ンター指導主事 ．算数・数学教育に関する授業実践や実践研究に

数多く取り組み， 専門的知識を備えている．2016年より本研究グ

ループに参画．発展的思考・態度の形成を意図した授業を展開す

る力量を備えている．
調査方法：教師Ｓへの聞き取りを６回（2018年７月の９日，10日，11日，

16日，19日，23日）行い，教師Ｓが作成した資料（学習指導案，報

告書，研究論文等）とも照合し，事実の確認と補完を行った．

内容的発展先行

思考的発展への気付き

思考的発展の展開・探究

（算数・数学の内容を展開することに働く学習者の思考・態度の発展）

（算数・数学の
内容が展開さ
れていくことに
よる発展）

発展的思考・態度の内面化の
メカニズムを解明するため，教
師の意識変容を捉える

経緯
・

目的

目的：全ての学習者の発展的な思考・態度の内面化と，主体的で発展的な数学的活動を促す算数・数学授業の構築．

経緯：これまでの研究から次の２点を析出．

・教師の口癖や態度癖等が学習者の発展的な思考・態度の内面化に影響を及ぼすこと．

・多くの教師は，発展的に考えることへの理解が不十分であること．

本発表の目的：教師の発展的な思考・態度の内面化を図る必要 があり，内面化された意識が授業構成に影響すると考える．今回は，教師の長期的な意識変容の分

析から，段階的授業モデルの改善を図る．

教師の発展的思考

・態度の内面化

教師が，発展的思考・態度を受け止め，学習指導の準備段階や，実際の学習指導のプロセスにおいて，発展的思考・態度の形成を意識して実践し，

その実践の省察から改善を図ることが重要．

教師の発展的思考・態度の内面化のメカニズムについては，各段階や段階間の移行についての実証性，解釈の多義性が問題となった．そこで，

発展的思考・態度の形成を意図した授業経験を有する教師の長期的な意識変容の分析 により，段階的授業モデルの改善を図る．


